
令和７年度「健やかな体」育成プログラム 
学校番号：24506 

学校名：共栄小学校 

 

 令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
〇全国の記録とほぼ同程度であるが、やや上回る 

握力 
 

〇全国の記録とほぼ同程度であるが、やや下回る 

 立ち幅跳び、ソフトボール投げ 

〇全国の記録より下回っている 

長座体前屈、反復横跳び、50m 走、上体起こし、 

20m シャトルラン 

上回っているのは握力のみである。それ以外の種目で
は、全て46.8～49.7と、50をわずかに下回っている。
昨年と比較し全ての種目で得点が低下している。 

 〇全国の記録より上回っている 
握力 

〇全国の記録とほぼ同程度であるが、やや上回る 
立ち幅跳び 

〇全国の記録とほぼ同程度であるが、やや下回る 

 50m 走、20m シャトルラン、ソフトボール投げ 

〇全国の記録より下回っている 

 長座体前屈、反復横跳び、上体起こし 

男子と同様、50を上回った種目は少なく、全ての種目で
昨年の得点から低下している。「元気タイム」でのねら
いを明確化し、体力作りにつなげる必要がある。 

 ・「運動が好き」 
R5：男子 89.5% 女子 92.7%  R6：男子%91.7％ 女子 75.0% 

・「体育の授業は楽しい」 

R5：男子 94.8% 女子 87.8%  R6：男子 93.1% 女子 82.5% 

・体育の授業を除く１週間の総運動時間が６０分未

満の「ほとんど運動しない子ども」の割合 

R5 男子：5.3% 女子：7.3%  R6 男子：9.3% 女子：20.0% 

「運動が好き」と回答した男子が増えたが、女子
が大きく減少。「体育の授業は楽しい」と回答し
た児童は男女とも減少。授業内容を工夫し、運動
の楽しさや必用感をもたせていく必要がある。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自らの 

健康づくりを図る取組の充実 

 

   

    ○保健体育の評価規準に基づく学習状況評価結果を公表し活用する。日常の実技テストや観察等 

○全国体力・運動能力、運動習慣等調査に準じたスポーツテストを各学年で実施し、本校の児童の実態を把握し検証する。 

○日常の遊びや運動、生活時間の記録を行い、子ども自身が自己の生活習慣を振り返る機会を設け、改善をする。 

○学校独自の児童アンケートや保護者アンケートの実施・活用及び学校関係者評価等の活用 

 

具体的な

取組 

三つの取組 
 

別添２-１ 

家庭・地域との 

連携・協働 

〇体育の授業では、短時間にできる運
動を授業の最初に取り入れる。体育
の活動でも運動と話合いのバランス
を考え運動量の確保に努める。 

〇体育の授業では、体を動かしながら
主体的に問題解決を目指す授業を推
進し、子どもが意欲的に学ぶ授業を
目指す。 

〇特別活動で、自己の健康について学
び、よりよい生活習慣の確立を図
る。 

 
○日常の授業や道徳教育、性に関する
指導を通して「命の大切さ」や「自
己の安全」について学び、自己の生
活に生かすことを目指す。 

 

○特別活動や日常の生活の中で、運動・食
事・睡眠の重要性について学び、よりよ
い生活習慣の確立を目指す。 

 
○子どもの基本的な生活習慣の記録化を通
して、生活習慣の見える化を図り、生活
習慣(運動量や睡眠量、学習量など)の改
善を図る。 

 
〇児童委員会活動(元気タイム)では、活動
内容を工夫することで、子どもが楽しみ
ながら運動ができる機会を創出する。 

 
○休み時間の遊びの活動から、子どもの交
流を図り、放課後の遊びや運動の充実を
図る。 

 

 

○週１回の休み時間は、全校外遊びを

設ける。学級や学年の全員で、体を

動かし、仲間で遊ぶことを通して、

日常的に運動する習慣を図る。 

○休み時間に〇〇タイムを設けること

で、日常的に運動に親しむ取り組み

を行う。（縄跳び活動、持久走、筋力

運動など） 

○元気タイムや跳び箱週間、マット週

間、〇〇タイムなど、日常的に体を

動かす機会を設けることで、運動不

足解消に努める。 

体力・運動能力

＜男子＞ 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 


